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JPIC 読書アドバイザー養成講座 

修了式終了 
 

第 32 期 JPIC 読書アドバイザー養成講座の

スクーリングが 3 月 28 日（土）・29 日（日）

に実施されました。全 4 回・計 8 日間の講義へ

の出席およびレポート提出を終えた受講生 110

名（第 31 期補講生 6 名を含む）が修了し、こ

れまでに第 1 期から計約 3,100 名の JPIC 読書

アドバイザーが誕生しました。 

第 4 回スクーリングでは、各分野の第一人者

による講義に加え、すでに JPIC 読書アドバイ

ザーとして活躍している修了生 2 名が登壇し、

受講後の活動内容を紹介しました。その後、

「こんな修了生になりたい」をテーマにディス

カッションを実施し、同じ志を持つ仲間と出会

えたことで、今後の活動の参考になった、刺激

を受けたといった声が多く寄せられました。 

また、修了記念講演では、文芸評論家の三宅

香帆さんをお招きし、「ノイズと言語化」と題

した講演を実施。『なぜ働いていると本が読め

なくなるのか』（集英社新書）、『「好き」を

言語化する技術』（ディスカヴァー携書）など

の著作にまつわる創作エピソードを交えなが

ら、本を読む際に生じる「文脈」や「周辺知

識」といったノイズも、適切に言語化できれば

脅威ではなく、読解を深めるための知恵として

自分自身の言語化能力を高めることになると語

られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了式では、理事長の近藤敏貴より、「この

講座で得た知識や経験を活かし、仲間とともに

読書活動を力強く推進し、地域社会に大きく貢

献していかれることを心より期待しています」

と、修了生へ向けた祝辞が贈られました。 

なお、第 33 期 JPIC 読書アドバイザー養成

講座は、2026 年 8 月に開講予定です。来期も

カリキュラムの更新をおこない、読書推進の現

場で活躍する人材育成に、より一層力を入れて

まいります。 

 

マンガ感想文コンクール 2025  

受賞者決定 
 

3 月 14 日（土）14 時より、出版クラブホー

ル（千代田区）にて「マンガ感想文コンクール

2025」授賞式を開催しました。 

本事業は、日本が世界に誇る文化である「マ

ンガ」を通じて子どもたちの豊かな感性を育む

ことを目的に実施しています。2025 年度はコ

ミック出版社 9 社および出版関連企業 2 社（秋

田書店/アルファポリス/KADOKAWA/講談社/

集英社/小学館/スクウェア・エニックス/白泉

社/双葉社/日本図書普及/セルシス）の協賛の

もと、全国の小中高校生から昨年度を上回る

14,270 通の応募が寄せられました。  

審査の結果、小中高部門計 4 作品のグランプ

リと 20 作品の特別賞、さらに 10 校の団体賞が

決定。授賞式当日は最終審査員より各作品への

講評が述べられ、グランプリ受賞者 4 名から

は、「夢が本当に叶ったと感じた」「マンガへ

の想いを言葉にできたことが何より嬉しい」

「心を大きく揺さぶられた作品だった」など、

それぞれの体験や想いを込めた、喜びと感動に

あふれるコメントが語られました。  

さらに授賞式前日の 3 月 13 日（金）には、

受賞者を対象に KADOKAWA コミック編集部

を訪問するツアーを実施。質疑応答では活発な

やり取りが続き、大いに盛り上がりました。  

「マンガ感想文コンクール 2025」の受賞作

品は、公式サイト（https://www.manga-

kansoubun.jp/）にて公開中です。本事業は

2026 年度もコミック出版社および出版関連企

業の協力を得て、応募作品の増加に向け、さら

なる広報活動と参加促進に注力してまいりま

す。 

 

表彰された受賞者たち 

修了記念講演ご登壇の三宅香帆さん 
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ロンドンブックフェアでの 

ブース出展＆講演会をサポート 
 

文化庁の事業「未来のトップアーティスト等

の国際的活動支援事業」を受託し、ロンドンブ

ックフェアへのブース出展と著名作家の講演会

を実施しました。 

この事業は、アーティスト等（作家）の国際

的な評価形成に向け、国際的に重要な事業地域

において、専門家間のネットワーク構築や拠点

づくりを目指すもので、JPIC では、近年日本

の文芸書に大きな関心のあるイギリスで、その

実践をおこなうため「ロンドンブックフェア」

でのブース出展をサポートしました。 
 

●ブース出展概要 

・文化庁（事務局 JPIC）、JETRO、日本書籍

出版協会の三者で共同出展 

・ブース面積 45 ㎡ 展示書籍数：約 150 冊 

・ジャパンブースでは派遣作家のパネル展示を

おこなうとともに、作家派遣に協力した出版社

による商談会も支援。 
 

●著名作家の講演会実施 

・イギリスでも大変人気のある柴崎友香氏、 

八木沢里志氏、八木詠美氏３名の作家のセミナ

ーや講演会を実施。 
 

JETRO、国際交流基金と連携し、５件のセ

ミナー（一部はサイン会も）を開催し、約 510

名が参加しました。 
 

[ロンドンブックフェア会場内：JETRO 共催] 

①作家対談セミナー      3 月 11 日（水）  

②海外翻訳出版セミナー 3 月 12 日（木） 
 

[ロンドン市内及びマンチェスター：国際交流

基金共催] 

①書店での作家イベント   

3 月 8 日（日）・13 日（金）  

会場：Foyles（ロンドン書店） 

②マンチェスター文学祭でのセミナー  

3 月 14 日（土） 

会場：マンチェスター中央図書館 
 

どの会場もほぼ満員の観客で日本の文芸への

関心の高さが伺えました。 

各作家はセミナー以外でも積極的にロンドン

の書店を訪れました。各書店から歓迎頂き、店

内の在庫にサインを求められるなど、書店でも

日本の文芸への関心の高さを実感しました。  

第 141 回理事会および 

第 92 回評議員会を開催 
 

去る 3 月 23 日（月）に第 141 回理事会およ

び 第 92 回評議員会を出版クラブビル（千代田

区）およびオンライン（Zoom）にて開催、 以

下の議案について審議いただきました。  
 
 

【第 1 号議案】  

2025 年度事業報告並びに収支見通し  

【第 2 号議案】  

2026 年度事業計画並びに収支予算案 

【報告事項】  

・BOOK MEETS NEXT 2026 開催骨子  

・TOKYO INTERNATIONAL RIGHTS MEETING

（東京版権説明会）   

・業界課題への取り組み 

・その他  
 

各会ともに、すべての議案は満場一致にて承 

認されました。 

NEWS についてのお問合せや詳細資料ご希望の

方は、事務局までお申し付け下さい。 

JPIC HP アドレス：https://www.jpic.or.jp 

賛助会員様のイベント情報を発信します！ 

彬子女王殿下×名久井直子さん 

刊行記念トークイベント開催 
 

3 月 26 日（木）に麻布台ヒルズ Hills 

House Park Lounge （区区）にて、彬子女王殿下

の近著『飼い犬に腹を噛まれる』（PHP 研究所）

の刊行記念として、本書のブックデザイナー、名

久井直子さんとのトークイベントを開催しまし

た。（主催：JPIC／幹事社：大垣書店） 

本書はこれまでにご本人が書き溜められた珠

玉のエッセイ集で、書籍タイトルを決めたいきさ

つなど、さまざまなエピソードが紹介されまし

た。また、紙の本に対する愛着は深く、書店にも

よく足を運ばれているとお話されていました。 

約 70 名の参加者からは、「紙ならではの本の魅

力を知ることができた」「制作秘話が聴けて興味

深かった」などのご意見が寄せられました。 

 

 

マンチェスター文化祭でのセミナーの様子 


